
 

 

  
 

 

どんなことをしているの？ 

現在は病棟を中心に活動しています。 

【個人の活動】 

入院患者やそのご家族に対し、インスリン自己注射や血糖自己測定の方法、 

糖尿病に関する知識などの療養指導を行っています。また、資格取得に向けて 

知識を深めたことで、入院患者の低血糖時の対応などについても以前より 

自信を持って取り組めるようになりました。 

【チームの活動】 

 院内の「糖尿病透析予防チーム（CDEJ 班）」に所属しています。 

CDEJ 班では、入院患者や外来通院患者への療養指導をはじめ、 

当院外来通院患者と家族を対象とした糖尿病教室の開催、院内スタッフへの勉強会などを行っています。 

また、院内で生じている糖尿病に関する問題や、対応に困っている事例についてチームで検討するとともに、 

糖尿病に関する新しい情報を院内に発信し、情報提供と周知にも取り組んでいます。 

資格の活用・今後の目標 

 資格取得までの道のりは決して簡単ではありませんでしたが、取得後は療養指導を任される機会が増え、糖尿病

に関するさまざまな事例にも自信を持って対応できるようになりました。 

 今後も研修などに参加して自己研鑽を重ね、より良い療養指導につなげていきたいと考えています。 

そして、その積み重ねが患者の健康と QOL（生活の質）の向上につながればと思います。 

 

 

資格を取得したきっかけ 

 私は当院に勤務するまで、急性期における看護を中心として学んできました。 

透析患者は透析を継続しながら長期にわたって生活していくため、 

急性期とは異なる視点で患者を 

捉える必要があると感じ、透析看護を深めたいと思い CKDLN を取得しました。 

どんなことをしているの？ 

 現在、CKDLN が直接的に関わる委員会には所属していませんが、今年度より当院で設立された 

ハートチームに所属しています。 

資格の活用・今後の目標 

 資格を取得したことで、専門的な知識を身につけることだけではなく、自身の患者の捉え方や看護実践を見直す

機会となりました。今後も、患者を長期的かつ多面的に捉えながら、その人が治療と生活を両立できるように支援

していきたいと思っています。 

 腎疾患は全身疾患と言われるほど、透析患者には様々な合併症があります。その中で、腎不全と循環器疾患は密

接に関連しており、腎不全と心不全を切り離して捉えることはできないと感じています。 

心不全の病態や治療・再発予防・療養支援について専門的に学び、透析患者の心不全管理に活かすことを 

目的として、今年度は心不全療養指導士の取得も目指しています。 

 

 

し か く の広場 

CDEJ(日本糖尿病療養指導士)松田航さんと 

CKDLN(慢性腎臓病療養指導看護師)出口埋果さんからお話を伺いました 
 

松田航さん（新生会第一病院 2 階病棟） 2025 年 CDEJ 取得 

出口埋果さん（新生会第一病院 透析室主任） 2024 年度 CKDLN 取得 



２０２６年度腎ケアナースの取り組み 

腎ケアナースは  「越境的な対話と学び・ 

グループ連携」 を目標とし、今年度は以下の 

4 点に取り組んでいきます。 

①  「臨床推論と SBAR」学習会を各サテライトの 

リーダクラスへ拡大する 

② 透析を知らない職員向けに、透析治療や働き方 

に関する情報を提供する 

③ 地域の施設職員やケアマネージャー向けに 

透析を伝えるツールを作成する 

④ 資格取得希望者の支援や取得者同士の交流会 

の開催、しかくの広場の発行 

腎ケアナースメンバーおすすめの本紹介 

「透析を止めた日」   

堀川恵子 著、講談社、2024 年  

鳴海クリニック CKDLN  林 美里 副主任   

 

透析医療に携わっていると、「透析を続けることが、その人にとって本当に望む医

療なのだろうか」と考える場面に出会うことがあります。 

『透析を止めた日』は、透析を「続ける」ことだけを前提とせず、透析をやめるとい

う選択に至るまでの患者さんや家族、医療者の思いに触れながら、治療と人生につ

いて考えさせられる一冊です。透析室看護師として患者さんと長く関わるからこ

そ、日々の何気ない会話や小さな変化を大切にし、「その人にとっての最善とは何

か」をともに考えていく姿勢を持ち続けたいと思いました。本書は、透析医療に関わ

るすべての医療者に、ACPや意思決定支援について改めて考えるきっかけを与えてくれる一冊だと思います。 

 

「病を引き受けられない人々のケア」 

石井均 著、医学書院、2018 年 

新生会第一病院 外来看護師  

CDEJ（日本糖尿病療養指導士） 腎臓病療養指導士  

         梅谷美奈 副主任 

 

糖尿病について学ぶ中で、“糖尿病患者は○○だよね”とネガティブな言葉が耳に

入ったり、実際に思ってしまう自分がいた時に「スティグマ」について考える機会が

あり、上司から勧めてもらった一冊です。この本は、糖尿病の知識や治療法を学ぶと

いうより、「病気とともに生きる人の気持ちをどう理解するか」を 10 人のさまざま

な分野の専門家と石井さんとの対談を通して、患者さんの言葉や行動の奥にある気持ちを掘り下げています。

「医療者と患者さんでは病気の見え方が違う」ことに気づかせてくれるのではないでしょうか。患者さんの言葉

や行動の奥にある思いや葛藤に目を向け、「聴く・続ける・待つ」ことの大切さを教えてくれます。患者さんに寄

り添うとはどういうことなのか、日々の看護や自分自身の関わり方を改めて考えるきっかけになる一冊です。 

月 行事 

9 月 ・9/30CKDLN 情報共有会 

10 月 ・しかくの広場 発行 

・10/13（火） 透析学習会① 

11 月 ・11/25（水） 透析学習会② 

12 月 ・12/23（水） 透析学習会③ 

2027 

年 1 月 

・1/20（水） CKD スタッフ学習会 

3 月 ・3/11（木）SBAR 学習会 

HOSPY グループ腎透析事業部看護部 腎ケアチーム（渦元・中島） 


